
                                               

                                               

                                               

                                                                                            

解説 

 大正２（1913）年１月 15日、初代図書館が花田町字守下で開館しま

した。その後、昭和 13（1938）年に西八町（現在の公会堂横）に移転

し（２代目）、昭和 42（1967）年に完成した向山大池町の市民文化会館

（３代目）を経て、昭和 58（1983）年２月 23日、中央図書館として、

４代目が羽根井町に移ってきました。 

【参考：『豊橋市図書館 100年のあゆみ』豊橋市図書館、P130〜131】 

 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                                                                             

 

解説 

 空襲が激しくなった昭和 20（1945）年初め頃から図書館は重要図書の疎開 

計画を進め、３月には市営公益質屋(現在の新川町)の倉庫に漢籍約 690冊を、 

８月には約 1,000冊の本を牛車２台に積んで、南設楽郡鳳来寺村(現在の新城市) 

の愛郷国民学校に疎開させました。当時の職員の努力によって、貴重な資料が 

現在まで受け継がれています。 

【参考：『豊橋市図書館 100年のあゆみ』豊橋市図書館、P21〜23】 

 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                                                                           

 

解説 

 昭和 35（1960）年 11月、豊橋婦人会連絡協議会や市民から 

約 700冊の図書を積載できる車が図書館へ寄附され、「自動車文庫」 

はスタートしました。昭和 44（1969）年には「きぼう２号」(マイク 

ロバス、約 1,000冊積載)が加わり、その後、市民館（分室）にその役割 

が引き継がれ、昭和 58（1983）年に「自動車文庫」は終了しました。 

【参考：『豊橋市図書館 100年のあゆみ』豊橋市図書館、P33〜35,51】 

 
【自動車文庫「きぼう号」での 

貸出風景(昭和 35年頃)】 

【『みんなの図書館』42号 

（昭和 37.10.1）より】 

  ①きぼう号 ②のんほい号 ③とよはし号 

①職員が少しずつ自宅へ持ち帰った 

②図書館に穴を掘って埋めた 

③空襲が少ない地域に本を疎開させた 

  ①３代目 ②４代目 ③５代目 

 

 問１ 
豊橋市図書館は、これまで何回か移転をしています。 

現在の中央図書館（羽根井町）は何代目でしょうか。 

昭和 20（1945）年頃から、豊橋で空襲が 

激しさを増します。当時の図書館職員は 

図書館の本をどのように守ったのでしょうか。 

昭和 35（1960）年、市民の手元に本を届けるため、それを 

乗せた自動車が市内を巡回する「自動車文庫」がスタートしました。 

その「自動車文庫」の名前は何でしょうか。 

問３ 

【初代図書館（花田町）】 

 問２ 



 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

解説 

 分室は市内に 74か所あり、向山図書館が、その分室に 

配本を行う拠点として重要な役割を果たしています。 

                                               

￥                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

 

解説 

 豊橋市では、４つの図書館だけでなく、ネットワークでつながった８つの分室（石巻・二川・青陵・北

部・牟呂・南部地区市民館、アイプラザ豊橋、こども未来館）でも、同じ貸出券を使って資料の貸出や予

約ができます。 

 

                                               

                                               

                                               

                                                                                             

解説 

 豊橋市図書館の貸出券は、０歳から作ることができ、手続きには、 

住所・氏名・生年月日が確認できるものが必要です。豊橋市の４つの 

図書館、ネットワークでつながった８つの分室のカウンターで受け付け 

ています。 

 

 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

解説 

 音楽 CDや相互貸借資料（他市町村の図書館から借りた資料）は、破損の恐れがあるため、返却ポスト

に入れることはできません。資料を返却する際は、開館中に、各館のカウンターなど指定の場所にお願い

します。 

【豊橋市図書館構成図『広報とよはし』令和４年 11月号より】 

  ①紙芝居 ②音楽ＣＤ ③絵本 

  ①０歳 ②小学生になったら ③18歳になったら 

①４ ②６ ③８ 

  ①５１ ②７４ ③１１０ 

 問４ 

 

豊橋市図書館は、中央・向山・大清水・まちなか図書館以外にも、 

本を借りることができる市民館などの「分室」があります。 

図書館の「分室」は、市内にいくつあるでしょうか。 

 

問５ 

豊橋市図書館では、中央・向山・ 

大清水・まちなか図書館以外に、 

同じ貸出券を使える「分室」が 

いくつあるでしょうか。 

問６ 豊橋市図書館の貸出券は、何歳から作ることができるでしょうか。 

 問７ 
図書館では閉館中にも図書を返すことができる「返却ポスト」を 

設置していますが、入れてはいけないものはどれでしょうか。 

【豊橋市図書館 貸出券】 



①のんほいパーク ②道の駅とよはし ③豊橋観光案内所 

①家にあるテープで直してから返却する 

②そのままの状態で職員に知らせる 

③見なかったことにして返却する 

①紫外線から本を守る ②火から本を守る ③水をはじく 

①２点 ②３点 ③４点 

                                                                                                                                           

                                               

 

 

解説 

 中央・大清水図書館の２館で音楽 CD を貸し出しています。貸出は、本と同じように「セルフ貸出機」

で手続きができます。なお、音楽 CDは予約や延長ができません。 

                                               

                                               

                                               

 

 

 

解説 

 豊橋市図書館の本は、４つの図書館、ネットワークでつながった８つの分室（石巻・二川・青陵・北部・

牟呂・南部地区市民館、アイプラザ豊橋、こども未来館）のほか、じょうほうひろば（豊橋市役所東館１

階）と豊橋観光案内所（豊橋駅新幹線改札口横）でも返却できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

解説 

 家で修理した本が返却される場合がありますが、セロテープ等の使用は本の傷みの原因になります。そ

のままの状態で、職員までお知らせください。汚損や破損した場合には、弁償していただく場合もありま

す。多くの人が読む図書館の本は、大切に利用してください。 

 

 

 

 

 

解説 

 製造企業のホームページによると、透明フィルム（通称：ブッカー）の

効果には、紫外線・水分・汚れから本を保護するほか、抗菌作用などもあ

るそうです。一般向けに市販されているものもあります。 

 

 

 

 

問８ 
豊橋市図書館では、本だけでなく音楽 CDも貸し出しています。 

音楽ＣＤは一度に何点まで借りることができるでしょうか。 

問９ 
豊橋市図書館の本は、中央・向山・大清水・まちなか図書館や 

市民館など分室以外でも返却ができる場所があります。 

その場所は、どこでしょうか。 

「うっかりページを破ってしまった」、 

「本を読んでいたら、ページが 

破れているところを見つけた」。 

こんな場合、どうすればいいでしょうか。 

 問１１ 
図書館の本を覆っている透明なフィルムには、様々な効果があります。

その効果として、間違っているものはどれでしょうか。 

 問１０ 

【本の修理の様子】 

【透明フィルム（通称：ブッカー）

をかける様子】 



①館外への持ち出し禁止 ②コピーすることを禁止 

③長時間の利用禁止 

①中央：緑 / 向山：青 / 大清水：赤 / まちなか：黄 

②中央：青 / 向山：赤 / 大清水：黄 / まちなか：緑 

③中央：赤 / 向山：黄 / 大清水：青 / まちなか：緑 

① ３０cm  ②５２cm  ③１１６cm 

 

 

 

 

 

 

解説 

 「禁帯出」または「館内」と書かれた丸シールが貼られた資料は、 

館内での利用に限定され、館外への貸出ができない資料になります。 

“調べものに使う本”、“高価で貴重な本”、“人気が高い本”などを 

「禁帯出」とすることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説 

 バーコードの色によって、本を所蔵している図書館を 

判別することができます。バーコードの番号はひとつひ 

とつ違い、その資料の情報がわかるようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説 

令和３（2021）年度、図書館で受け入れした本で「縦の長さ」が一番長かったのは、 

いわいとしおさんの絵本『もりの 100かいだてのいえ』です。この他にも、読み聞かせ 

にぴったりな大型絵本を、図書館では数多く所蔵しています。 

 

 問１２ 
図書館の一部の本には、「禁帯出」と書かれた赤丸シールが貼って 

あります。これらの本が通常の本と扱いが違うところはどこでしょうか。 

 問１３ 
豊橋市図書館は、所蔵している館ごとに、違う色の 

バーコードを貼り付けています。所蔵館とバーコードの色の 

正しい組み合わせは、どれでしょうか。 

 問 14 
図書館には、小さな本から大きな本まで様々な本が 

あります。令和３（2021）年度、図書館の蔵書に 

加わった最も長い本の大きさはどれくらいでしょうか。 

【左から、赤（大清水）、黄（まちなか）、緑（中央）、青（向山）】 

【『もりの 100かいだてのいえ』いわいとしお/作、偕成社、2021.12】 

【「禁帯出」シール】 



【閉架書庫（中央図書館２階）】 

                                               

                                               

                                               

 

                                               

                                               

 

 

解説 

 愛知県（Aichi）の「A」を表し、豊橋市や愛知県など地域に関する郷土資料を意味します。郷土資料は、

調査・研究のために使用されるほか、小・中学校の郷土学習でも多く利用されています。通常の資料と区

分することで、検索がしやすくなっています。なお、豊橋市図書館では、愛知県のほか近隣の三遠南信地

域の資料も収集しており、静岡県の「S」、長野県の「N」のアルファベットがついている資料もあります。

【県ごとに分類方法が異なる場合もあります。】 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

解説 

 豊橋市図書館が作成している新聞データベースでは、電子データ 

化された過去の新聞（主に地元紙）を見ることができます。その中 

には、明治時代の新聞も含まれており、のちに合併・改題して『中日

新聞』になる『新愛知』や、現在は無くなっている地元紙『新朝報』

などがあります。 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

解説 

 図書館で所蔵している膨大な資料を保管する場所には、利用者が 

自由に手に取ることができる開架式の書架（中央図書館では１・２階）の 

ほか、利用者から請求を受けて図書館職員が本の出し入れをする 

閉架式書庫があります。 

この書庫には、蔵書になってから時間が経過したり、利用頻度が 

比較的低い本を収めています（ジャンルによってはこの限りではありません）。 

中央図書館の閉架資料は、２階カウンターへの申込み、または Web 

予約で利用できます。 

 

【データベースコーナー（中央図書館２階）】 

①明治  ②大正  ③昭和 

  ①約２０万冊  ②約５０万冊  ③約７５万冊 

① 愛知県の「Ａ」で、豊橋市や愛知県など郷土に関する本 

②図書館資料に登録した順番で、「Ａ」は中央図書館ができる前に登録した本 

③図書館のおすすめランクで、「Ａ」は一番のおすすめ本 

 問１５ 

 

図書館の本の背ラベルに表示されている記号の中に、 

アルファベット「Ａ」で始まる本があります。 

このアルファベットは、何を表しているでしょうか。 

問１６ 
中央・まちなか図書館では、新聞やビジネス関係のデータベースが 

使用できます。このうち、中央図書館で見ることができる 

愛知県内で発行された一番古い新聞は、いつ頃のものでしょうか。 

 

中央図書館の２階には、利用者が直接手に取ることができない、 

本を保管するための閉架式の書庫があります。 

この書庫に保管されている本の冊数はどれくらいでしょうか。 

問１７ 



                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

 

 

解説 

「司（つかさ）文庫」は、豊橋市出身で、書店の株式会社丸善の相談役だった司忠 

（つかさ ただし）さんからの寄附で開設された文庫です。司さんが一生をかけたのが 

洋書事業であり、丸善の創業に豊橋出身者が多く参加していたことなどから、洋書を 

中心とした「司文庫」が誕生しました。この文庫には、世界の絵本や美術書、教科書 

などがあり、多くの方に利用されています。 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

 

解説 

 「授業・学習支援センター」は、学校図書館運営をサポートしています。市内の小・中学校の学習や教

員の授業支援に活用する資料の貸出などを行っています。                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

 

 

 

解説 

 令和元（2019）年より公開を始めた「とよはしアーカイブ」では、羽田八幡宮文庫旧蔵資料に加え、中

央図書館所蔵の和装本・絵図・地図・写真等の郷土資料を中心にデジタル化した資料の検索や閲覧ができ

ます。市指定文化財の吉田城の絵図や橋良文庫（近藤恒次さんが収集した郷土資料）の和装本の一部、豊

橋空襲や市内に所在した軍隊等の戦争関連の写真が、インターネット上で見られるようになりました。 

                                               

                                               

 

【司忠さん】 

①学校図書館支援センター ②学習・情報センター  

③授業・学習支援センター 

①デジコレとよはし ②とよはしアーカイブ  

③豊橋市図書館電子貴重書庫 

  ①図書館の司書が収集した文庫だから   

②宮司が収集した文庫だから   

③豊橋市出名誉市民の司忠さんが収集した文庫だから 

 問１８ 

 

中央図書館２階には、全国的にも珍しい、洋書を中心とした 

「司文庫」があります。この文庫の名前の由来は何でしょうか。 

問１９ 

 

豊橋市図書館では、市内の小・中学校の教育活動に役立てるために 

図書を学校へ貸し出しています。この学校貸出の役割を担う 

機関を何というでしょうか。 

問２０ 
豊橋市図書館が所蔵する貴重資料の一部は、 

インターネット上でデジタルアーカイブとして公開しています。 

このウェブサイトの名前は何でしょうか。 

【豊橋市鳥瞰図（原画・抜粋）】 



 

 

 

 

 

 

解説 

 平成 15（2003）年から始めた豊橋市図書館の「ブックスタート」は、 

今年で 20周年！赤ちゃんに贈る絵本の選定、図書館のおすすめ本の紹介、

赤ちゃん向けのおはなし会などを、赤ちゃん絵本ボランティアの皆さんと

協力して行っています。 

 

 

 

 

 

 

解説 

 中央図書館では、毎週木曜日の午前中に「赤ちゃんタイム」を実施しています。赤ちゃんや保護者の方

を、温かく見守っていただく時間です。来館するすべての皆様に、ご協力をお願いしています。 

 

 

 

 

 

 

解説 

 中央・向山・大清水・まちなか図書館のほか、地区市民館、アイプラザ豊橋などで、図書館職員や読み

聞かせボランティアの皆さんが「おはなし会」を開催しています。おはなし会に参加してスタンプ 10個

集めると、４つの図書館のいずれかでプレゼントを受け取ることができます。 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

 

解説 

 『とよはしこども読書通帳』は、子どもたちの読書意欲を高める

ことを目的に、豊橋信用金庫の寄附で毎年作成しています。令和２

〜４年度の表紙イラストは、『だもんで豊橋が好きって言っとるじ

ゃん！』の作者で豊橋市出身の漫画家、佐野妙（さの たえ）さん

に描いていただきました。 

【「ブックスタート」で本を紹介する様子】 

  ①５  ②１０  ③１５ 

  ①１０  ②１５  ③２０ 

  ①火曜日  ②水曜日  ③木曜日 

  ①漫画家  ②図書館長  ③高校生 

 問２４ 
豊橋市では、毎年新１年生に『とよはしこども読書通帳』を 

配布しています。令和４年度に配布した読書通帳のイラストを 

描いた人は、どんな人でしょうか。 

 問２１ 

赤ちゃんに絵本を贈る「ブックスタート」の活動。 

豊橋市図書館は、このブックスタートを始めて、 

今年で何年になるでしょうか。 

 問２２ 
赤ちゃんや小さなお子さん、その保護者の方が図書館を 

気兼ねなく利用できる「赤ちゃんタイム」は、 

中央図書館で何曜日に実施しているでしょうか。 

 問２３ 
豊橋市図書館や地区市民館で行っている、「おはなし会（絵本などの 

読み聞かせ)」。参加するともらえる「おはなし会スタンプカード」は、 

何個スタンプを集めるとプレゼントがもらえるでしょうか。 

【令和４年度に作成した読書通帳】 



                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

解説 

 「めがろぱ」は中高生が本に親しんでもらうための情報誌で、展示

や新刊本、イベント情報などを掲載しています。 

この名前は中高生の皆さんの投票によって決まったもので、大人に

なる前の浮遊生活時期の“カニ”をこう呼びます。ティーン世代の成

長・進化を願う気持ちも込めて付けられました。 

（図書館４館ほか、市内中学・高校図書室で配布）   

                                            

                                               

                                               

 

                                               

 

 

解説 

 平成 27（2015）年開館の大清水図書館は、南稜地区市民館、大清水 

窓口センターと合わせて「ミナクル」の愛称で知られる複合施設 

「大清水まなび交流館」の中にあります。「ミナクル」は、「人と人を 

つなぎ 賑わいの輪が広がる 地域と共生する施設」をコンセプトとし、 

生涯学習の拠点、地域のシンボルとなる施設を目指しています。                                                                                             

                                               

                                               

                                               

 

 

 

 

解説 

 まちなか図書館では、「自分を磨く」や「演じるアート」など、これまでに触れる機会のなかった本と

出会うため、独自のテーマを設定して本を並べています。中央図書館や大清水図書館でも、テーマごとに

分けている棚があります。 

                                               

                                               

 

  ①レインボー  ②めがろぱ  ③たまりば 

 ①本をテーマで分けている ②本の金額で分けている  

③本の大きさで分けている 

①大清水まなび交流館 

②大清水くらし交流館 
③大清水ふくし交流館 

 
豊橋市図書館では、ティーン世代のための情報誌を 

年 4回発行しています。この情報誌の名前は何でしょうか。 
問２５ 

 問２６ 
大清水図書館は、豊橋市の複合施設に 

ありますが、その施設の名前は何でしょうか。 

。 

 問２７ 
豊橋市図書館には、従来とは異なる分け方で、 

棚に本を並べている図書館があります。 

どのような分け方でしょうか。 

【情報誌「めがろぱ」】 

【大清水まなび交流館「ミナクル」】 

【大清水図書館 

の配架】 

【まちなか図書館 

の配架】 



 

 

 

 

 

 

 

解説 

 昭和 58（1983）年２月 23日は中央図書館、平成 27（2015） 

年４月４日は大清水図書館の開館年です。まちなか図書館は、令和 

３（2021）年に開館した１番新しい図書館です。 

 

 

 

 

 

解説 

 bibliは「本」、ligareは「つながる」を意味し、「bibligare」は本を通 

して人、街に繋がる図書館をイメージした造語になります。『図書館だよ 

り』（Library News）では、豊橋市図書館全体の情報を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説 

 正解は、ひとひとカフェ。食事も提供しています。食事は２階の全フロアと３階のテラスでお楽しみい

ただけます。美味しい飲み物を片手に、ゆっくりと読書を楽しめます。 

 

 

                                               

                                               

                                               

 

解説 

 まちなか図書館では様々なイベントを開催しています。毎月発行して 

いるチラシや、まちなか図書館ホームページをチェックしてみてください。 

 

①平成 27年 4月 4日 

②令和３年 11月 27日 

③昭和 58年２月 23日 

①もともとカフェ  ②うとうとカフェ 

③ひとひとカフェ 

①bibligare ②図書館だより ③Library News 

①館長がいま会いたいひと ②館長トーク 

 ③館長の“あなたとお話させて！” 

 問３１ 
まちなか図書館長がゲストと対談する 

月１回の人気イベントは何でしょうか。 

 問２８ 
まちなか図書館の 

開館日はいつでしょうか。 

 問２９ 
まちなか図書館が年に１回発行 

している情報紙は何でしょうか。 

 問３０ 

まちなか図書館は、蓋がついている 

飲み物であれば、基本的には館内の 

どこでも飲み物を楽しむことができ、 

カフェも併設しています。 

この館内にあるカフェの名前は何でしょうか。 

【まちなか図書館が入る emCAMPUS EAST 

のグランドオープンの様子】 

【『bibligare』vol.7】 

【ひとひとカフェの外観】 

【「館長がいま会いたいひと」 

での対談の様子】 



【情報発信コーナー（中央図書館１階）】 

【「知の伝道師」第１号「三遠ネオフェニックス」の展示】 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

解説 

 正解は、２階と３階です。「emCAMPUS」は「食」「健康」「学び」をテーマにした複合施設です。1階は広

場やフードマーケット、４階には行政サービス窓口が設けられ、人が集い交流する拠点となっています。 

                                               

                                               

                                               

 

                                               

解説 

 情報発信コーナーは、開館時は喫茶スペース、電子情報コーナーを 

経て、令和２（2020）年６月に図書館として情報発信力を強化する 

ために開設されました。このコーナーでは、図書館の豊富な資料や 

情報を活用し、その時々の話題や郷土の身近な情報をテーマにパネル 

展示やミニ講座などを開催しています。 

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

 

解説 

 豊橋市図書館では、利用者の知的好奇心を刺激し、地域に潤いを与え続ける図書館となるよう、様々な

媒体を通して、図書館の魅力や最新の情報を発信しています。中でも、Twitter では、毎日の開館時間、

イベント情報などリアルタイムで届けたい情報の発信を行っています。 

                                               

                                               

 

 

 

 

解説 

 「知の伝道師」の取組みは、令和３（2021）年９月からスタート 

し、現在 23組の幅広い分野の個人や団体、企業が登録しています。

登録した方には、図書館主催のイベントや講座の講師のほか、関連

展示の監修やおすすめ図書の選定などに協力いただいています。 

 ①知の魔術師 ②知の宣教師 ③知の伝道師 

  ①２階  ②２階と３階  ③３階 

①情報収集コーナー ②情報発信コーナー ③情報ステーション 

 ①Twitter ②LINE ③Instagram 

令和２年６月、「活きた情報」を発信することを目的に、 

中央図書館１階に設置したスペースの名前は何でしょうか。 

 

 

まちなか図書館が入っている建物の名称は「emCAMPUS」。 

まちなか図書館は何階部分にあるでしょうか。 
問３２ 

問３３ 

 問３４ 
豊橋市図書館では、様々な SNSを用いた情報発信を行っています。 

このうち、毎日開館時間を中心に情報発信を 

行っている SNSはどれでしょうか。 

 

 問３５ 
豊橋市図書館では、図書館と連携し、知識や情報の発信を通して 

地域貢献活動をする個人や団体、企業などを登録する制度を 

設けました。この制度で登録された人を何というでしょうか。 

 


